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　赤穂緞通とは，明治期に兵庫県で生まれた
産業の一つである。中国産や日本産の絨毯を
緞通と呼ぶが，これは中国語の毯
タンツー
子（t’an 
tzu）が語源とされている。国産の緞通は，
日本家屋に適した畳１畳分が標準サイズであ
る。この国産の緞通の中で，兵庫県の播州赤
穂地方で生産されたものを赤穂緞通と呼ぶ。
　赤穂緞通の研究は，これまでは製作背景や
技術，その歴史に関するものが中心であった。
文様に関する先行研究は，佐賀県立美術館と
赤穂市立美術工芸館田淵記念館で行われた研
究調査以外ほとんどない状態である。
　本研究では，赤穂緞通で文様の独自性が形
成された過程を明らかにする。特に赤穂のオ
リジナルと特定され，大正から昭和初期に生
まれた「犬利剣文様」に着目し，この文様が
有する意味をイコノロジーによって読み解き，
文様が生まれた社会的背景とともに考察する。
赤穂緞通の特定の文様に着目し，その解読を
試みた初めての研究であり，また文様を土地
の歴史との関わりから論じた点に意義を見出
すことができる。
　日本で最初に緞通の生産を始めたのは佐賀
県鍋島藩である。中国から導入された製作技
術に基づき，元禄期に鍋島緞通は創業したと
される。当時は藩の御用として一般への販売
が禁止され，将軍家への献上品として生産さ
れた。明治以降，緞通は大阪の堺や兵庫の赤
穂でも生産され，一般にも出回るようになる。
この鍋島と堺と赤穂を合わせて「日本三緞
通」という。
　赤穂緞通は，児嶋なかという女性によって
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1874（明治７）年に創業，明治20年頃から戦
前まで塩田で働く女性の副業として発展した。
しかし第二次世界大戦の影響により一度中断
する。戦後，一軒の工場が操業を再開したが，
後継者不足から1991年に閉鎖した。現在，赤
穂緞通技法は市の無形文化財に指定（1984
年）され，1999年からは市民による技術の伝
承活動が行われている。
　明治初期，緞通は輸出品でもあった。当時
は日本が製品の海外輸出を開始した時期で，
政府は工芸品が新しい産業になることを発見
した。そして日本が世界の絨毯産業に新規参
入するには，意匠の改良が必要であることを
認識した。しかし緞通の場合，内国勧業博覧
会ではまず原材料が注目され，製造費の安い
堺緞通が欧米の低所得層むけに輸出するにふ
さわしいと評価された。これ以降，堺緞通の
主な市場は海外となった。
　鍋島緞通は，江戸時代に将軍家への献上品
だったことから知名度が高く，家柄や富を示
すステータスシンボルとして国内で受容され
た。緞通は茶席や正月，結婚式，京都では祇
園祭の屏風祭など，はれの日に出す。また部
屋に敷きつめて用いることもあり，所有者は
同じ文様を複数枚所持していることが多い。
　初期の赤穂緞通は鍋島緞通の文様を模倣し
ていたため，現在の京都で緞通を所持してい
る家でも，赤穂緞通を鍋島緞通と認識してい
る傾向がある。これは，すでに鍋島緞通が確
固たるブラントを確立していたため，仲買店
の中には鍋島緞通の商標で赤穂緞通を販売す
ることがあったためである。
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　また当時の年間生産高を比較すると，赤穂
緞通は，1898年に織元８名，織り機大小100
台，推定5100枚／年（織り機１台について51
枚／年）である。一方の鍋島緞通は，1906年
に300枚／年，1935年に360枚／年と記録され
ている。つまり，明治から昭和にかけて国内
で流通していた緞通は，圧倒的に赤穂緞通が
多かったのである。
　このように初期の赤穂緞通は鍋島の代替品
として普及するため，当初は鍋島緞通や中国
緞通を模倣していた。もっとも当時は意匠権
が確立していなかったので，それぞれに文様
の影響を受けている。鍋島緞通に関しては，
赤穂緞通が京都で人気となって以来，その豊
富なデザインに影響を受け，明治30年頃から
赤穂の文様・糸・緻密な織り方を取り入れる
ようになった。
　さて，赤穂緞通のデザインに着目すると，
明治初期の文様は鍋島緞通や中国伝来ものの
模倣であったが，明治中期になると多様な文
様が生み出されていった。また文様だけでな
く技術の改良もすすみ，赤穂の製品は高い評
価を受けた。一例として早川緞通工場では，
1898年に天皇の御召列車に天蚕の緞通数種を
納入して以来，皇后の御召列車や東宮御船用，
枢密院玉座の敷物用などに納入している。
　そして大正中頃から赤穂独自の文様を作り
出す動きが見え，さらに昭和初期になると，
洋画家をデザイン顧問に起用したり，地元企
業とタイアップしたりと，赤穂の独自性を前
面に出そうとしている様子がうかがえる。ま
た顧客用カタログも発行し，「宮廷の御用命
を拝受する事数度に及」ぶことを宣伝した。
さらに「御用製作品表」欄で1898年から1931
年までに宮内庁へ納入した赤穂緞通の一覧を
掲載した。このように，赤穂では販売促進活
動として「宮内庁御用達」を謳い文句にして
いた。この大正の中頃から昭和初期までが赤
穂緞通の全盛期だった。
　利剣文は赤穂緞通の古典的なデザインのひ
とつで，明治時代から昭和30年代まで盛んに
織られた。かつて織子の間で「忠臣蔵」と呼
ばれ，年末が近づくと注文が増えたという。
この利剣文には，犬のような動物と松の文様
を組み込んだデザインがあり，赤穂では「犬
利剣」と名付けられた。この「犬と松」の文
様は木の下に動物のいる配置で，いわゆるサ
サン朝ペルシャの樹下動物文様の構図を借り
たものと考えられている。また「犬と松」の
文様は，赤穂緞通の別のデザインにも組み合
わされている。ただし，鍋島や堺で同じよう
な文様が組み合わされた例は発見されていな
いことから赤穂独自の文様と特定できる。
　本研究では，犬利剣文様が製作された背景
には，赤穂という町が行なった「物語」を媒
介とした観光化と，その際に既存のモチーフ
を読み替えながら土地のアイコンを創出して
いく意識があることを明らかにした。「犬と
松」の文様についての文字資料が未発見の現
在，土地のイメージを象徴によって読み込む
イコノロジー研究は，文様形成の社会的意味
を明らかにする重要な方法となる。赤穂緞通
のように工芸と工業の間に位置づけられる産
業の場合，製品に銘を入れ，製作者の名を残
すものではなかったため，デザインの意図を
明確にする文字資料の特定は困難である。ま
た当時の購買者にとっては，職人の名前では
なく工房や産地が重要であった。よって本研
究は，「犬利剣」という特定の時代と産地に
限定された文様を，当該社会の表象（イメー
ジと物語）の引用と反復と捉えることにより，
赤穂という土地の視覚的欲望を明らかにした。
